
平成 年度当初予算会計別内訳 （単位：円）

年度別
会計別

平成 年度 平成 年度 比較 伸率

一 般 会 計 ％

特 別 会 計 ％

（
内

訳
）

国 民 健 康 保 険 ％

松 井 財 産 区 ％

公共下水道事業 ％

休日応急診療所 ％

老 人 保 健 ％

農業集落排水事業 ％

介 護 保 険 ％

産 業 立 地 ％

水 道 事 業 会 計 ％

合 計 ％

年度別
会計別

平成 年度 平成 年度 比較 伸率

一 般 会 計

特 別 会 計

（
内

訳
）

国 民 健 康 保 険

松 井 財 産 区

公共下水道事業

休日応急診療所

老 人 保 健

農業集落排水事業

介 護 保 険

産 業 立 地

水 道 事 業 会 計

合 計

予
算
特
別
委
員
会

９
人

（
喜
多
英
男
委
員
長
、
塩
貝

建
夫
副
委
員
長
、
市
田
博
委

員
、
上
田
登
委
員
、
小
林
喜

代
司
委
員
、
橘
雄
介
委
員
、

西
川
豊
蔵
委
員
、
増
富
理
津

子
委
員
、
山
下
勝
一
委
員
）

は
、
３
月

日
、

日
、

日
、

日
、

日
、

日
の

６
日
間
委
員
会
を
開
会
し
、

定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ
た

平
成

年
度
京
田
辺
市
一
般

会
計
予
算
ほ
か
、
８
つ
の
特

別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

の
当
初
予
算
案
、
７
件
の
平

成

年
度
補
正
予
算
案
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
は
部
局
別
に
、
そ
れ

ぞ
れ
質
疑
を
行
い
、
最
終
日

に
は
、
５
会
派
に
よ
る
総
括

審
査
を
行
っ
た
後
、
す
べ
て

の
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

平
成

年
度
京
田
辺
市
一

般
会
計
予
算
は
、
厳
し
い
社

会
経
済
情
勢
の
中
、
急
激
な

国
の
地
方
財
政
改
革
の
大
波

を
受
け
な
が
ら
も
、
将
来
に

む
け
た
ま
ち
づ
く
り
と
現
下

の
市
民
生
活
の
向
上
に
つ
な

が
る
諸
施
策
へ
の
重
点
的
・

効
率
的
な
予
算
配
分
を
行

い
、
総
額
は
２
１
７
億
５
千

万
円
と
な
り
、
前
年
と
比
較

し
て

・
９
％
の
伸
び
と
な

る
積
極
型
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成

年
度
京
田
辺

市
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
８

特
別
会
計
予
算
は
１
３
９
億

９
３
０
万
円
と
な
り
、
前
年

と
比
較
し
て

・
８
％
の
伸

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

平
成

年
度
京
田
辺
市
水
道

事
業
会
計
は

億
８
２
２
８

万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比

較
し
て
１
・
５
％
の
伸
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
京
田
辺
市
一

般
会
計
補
正
予
算
は
、
執
行

見
通
し
等
に
よ
る
不
用
額
の

減
額
及
び
職
員
の
給
与
改
定

に
伴
う
減
額
見
込
額
の
補

正
、
ま
た
、
基
金
へ
の
積
み

立
て
で
５
億
１
３
６
０
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
京
田
辺
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
補
正

は
、
１
億
２
２
２
９
万
円
の

追
加
、
平
成

年
度
京
田
辺

市
介
護
保
険
特
別
会
計
の
補

正
は
、
６
０
７
万
６
千
円
の

減
額
、
平
成

年
度
京
田
辺

市
産
業
立
地
特
別
会
計
の
補

正
は
、
１
６
８
９
万
円
の
減

額
、
平
成

年
度
京
田
辺
市

公
共
下
水
道
特
別
会
計
の
補

正
は
、
１
億
１
４
９
１
万
９

千
円
の
減
額
、
平
成

年
度

京
田
辺
市
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
の
補
正
は
、
５

百

万
３
千
円
の
減
額
、
平

成

年
度
京
田
辺
市
水
道
事

業
会
計
の
補
正
は
、
１
億
５

６
１
４
万
３
千
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

各
部
局
別
審
査
の
主
な
質

疑
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市
長
公
室

総
務
部

消
防
本
部

市
長
公
室

総
務
部

消
防
本
部

市
税
の
収
納
体
制
を

強
化
す
る
と
言
っ
て
い

る
が
、
滞
納
の
状
況
は
。

助
役

収
納
対
策
本
部
を

４
月
に
設
置
し
て
、
現
行
の

徴
収
体
制
を
活
用
し
つ
つ
職

員
配
置
を
行
う
。

税
務
課
長

２
月
末
で
国

保
税
を
含
み

億
１
５
０
０

万
円
余
り
と
な
っ
て
い
る
。

現
年
度
分
は
６

７
千
万
円
。

長
期
滞
納
分
を
ど
の

よ
う
に
し
て
徴
収
し
て

い
く
の
か
。

税
務
課
長

現
収
納
体
制

の
中
で
現
年
分
中
心
に
徴
収

を
行
い
、
滞
納
整
理
組
合
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
徴
収
す

る
。
差
し
押
さ
え
の
専
門
職

員
を
整
理
組
合
に
配
置
す
る
。

給
与
、
報
酬
を
受
け

て
い
る
者
で
滞
納
者
は
。

税
務
課
長

複
数
名
い
る
。

職
員
は
調
査
中
、
報
酬
を
受

け
て
い
る
者
は
２
名
で
直
接

話
を
し
、
３
月
末
ま
で
に
解

決
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

法
律
が
終
了
し
た
が

同
和
地
域
の
固
定
資
産

松
井
山
手
駅
前
保
育

園
が
開
設
さ
れ
る
が
、

時
期
は
、
将
来
の
予
測
は
、

ス
タ
ッ
フ
は
。

児
童
福
祉
課
長

施
設
改

造
の
遅
れ
で
、
当
初
の
７
月

福

祉

部

福

祉

部

の
予
定
が
、数
か
月
遅
れ
る
。

定
員
は

人
で
０
歳
・
１
歳

児
を
預
か
る
。
職
員
配
置
は

入
所
児
の
年
齢
に
よ
り
変
わ

る
が
、
松
井
ケ
丘
保
育
園
の

分
園
に
な
る
の
で
調
整
し
て

税
減
免
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

税
務
課
長

評
価
を
調
整

し
て
軽
減
し
て
い
た
が
、
是

正
は
次
の
評
価
替
え
時
に
対

応
す
る
。
新
築
家
屋
の
評
価

は
軽
減
を
な
く
す
。

経
費
削
減
に
向
け
行

政
評
価
制
度
を
導
入
す

る
が
、
調
査
費
の
内
容
は
。

政
策
推
進
課
統
括
主
幹

全
職
員
の
認
識
が
大
切
で
あ

り
、
職
員
自
ら
が
事
務
の
流

れ
に
つ
い
て
点
検
を
行
い
課

題
を
抽
出
す
る
。
コ
ン
サ
ル

の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
用
し
た
い
。

飯
岡
区
で
自
主
防
災

組
織
が
出
来
た
。
今
後

の
計
画
は
。組
織
の
単
位
は
。

管
財
防
災
課
指
導
主
幹

松
井
ケ
丘
自
治
会
と
ア
カ
デ

ミ
ア
の
団
地
か
ら
声
が
あ
る
。

管
財
防
災
課
長

組
織
と

し
て
は
、
い
ろ
ん
な
形
態
が

あ
る
。
補
助
金
の
交
付
要
綱

で
は
区
・
自
治
会
に
認
め
ら

れ
た
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

北
部
の
消
防
分
署
機

能
が
強
化
さ
れ
る
が
。

南
部
地
域
の
考
え
は
。

消
防
次
長

消
防
と
救
急

が
同
時
に
出
動
で
き
る
体
制

に
な
る
。
南
部
は
開
発
の
状

況
を
見
な
が
ら
考
え
る
。

女
性
セ
ン
タ
ー
建
設

の
推
進
状
況
は
。

政
策
推
進
課
長

中
核
的

拠
点
は
、
か
が
や
き
プ
ラ
ン

の
中
で
検
討
。
ル
ー
ム
的
な

も
の
が
可
能
か
、
必
要
性
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

同
志
社
前
駅
の

周
辺
整
備
計
画
は
。

政
策
推
進
課
長

安
全
対

策
、
改
札
、
駅
前
広
場
を
整

備
す
る
。
事
業
費
は
同
志
社

１
億
４
３
０
０
万
円
、

６
７
０
０
万
円
の
負
担
。

同
志
社
住
宅
裏
山
で

工
事
が
行
わ
れ
隣
家
に

迷
惑
が
か
か
っ
て
い
る
。
工

事
に
対
し
て
市
の
対
応
は
。

管
財
防
災
課
指
導
主
幹

三
山
木
天
神
山
で
防
災
工
事

を
行
い
た
い
と
の
届
出
が
あ

っ
た
。
土
採
取
条
例
の
適
用

が
出
来
な
い
の
で
、
８
項
目

の
指
導
を
行
っ
た
。

高齢者のための緊急通報装置

も
ら
う
。
国
の
基
準
通
り
配

置
さ
れ
る
予
定
。

緊
急
通
報
装
置
の
設

置
状
況
は
。

高
齢
介
護
課
長

今
回

台
を
設
置
予
定
。
転
出
時
に

は
返
還
し
て
も
ら
う
の
で
、

希
望
者
へ
の
対
応
は
図
れ
る
。

就
学
前
ま
で
乳
幼
児

医
療
費
助
成
が
拡
大
さ

れ
た
が
、
さ
ら
に
年
齢
拡
大

の
考
え
は
。

助
役

国
に
助
成
を
し
て

も
ら
え
な
い
か
と
思
う
。
今

の
所
、拡
大
の
考
え
は
な
い
。

次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
策
定
の
進
捗
状

況
は
。
ど
う
い
う
形
で
事
務

に
当
た
る
の
か
。

児
童
福
祉
課
長

市
民
ニ

ー
ズ
の
調
査
を
実
施
。
２
４

０
０
世
帯
に
送
付
し
て
半
数

が
回
答
さ
れ
集
計
中
で
あ
る
。

学
識
経
験
・
各
種
団
体
・
市

民
公
募
２
名
の

名
以
内
で

策
定
委
員
会
を
設
置
す
る
。

は
い
か
い
高
齢
者
の

家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
及
び
確
認
方
法
は
。

高
齢
介
護
課
長

要
介
護

認
定
を
受
け
た

歳
以
上
の

高
齢
者
に
発
信
器
を
持
っ
て

も
ら
い
、
情
報
を
家
族
等
に

早
期
に
伝
え
事
故
防
止
を
図

る
。
確
認
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
か
業
者
へ
の
問
い
合

わ
せ
に
な
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実

施
に
向
け
た
現
状
は
。

児
童
福
祉
課
長

年
度

中
の
開
設
に
向
け

法

人
の
申
請
を
さ
れ
て
い
る
。

府
で
サ
ポ
ー
ト
の
ニ
ー
ズ
調

査
を
実
施
さ
れ
た
。

障
害
者
の
支
援
費
制

度
の
現
状
認
識
は
。

社
会
福
祉
課
長

事
業
所

の
参
入
が
多
く
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
は
需
要
を
満
た
し
て
い

る
。
今
後
は
、
質
の
確
保
や

制
度
の
見
直
し
が
あ
る
場
合

は
注
目
し
て
い
き
た
い
。

京
都
府
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
管
理
組

合
負
担
は
必
要
な
の
か
。

人
権
啓
発
課
長

新
築
資

金
貸
付
等
の
た
め
に
作
っ
た

管
理
組
合
へ
の
負
担
金
で
あ

る
。
滞
納
者
・
保
証
人
に
督

促
状
を
送
付
し
て
い
る
。

市
長

返
済
が
ス
ム
ー
ズ

に
、
法
的
措
置
も
講
じ
ら
れ

る
こ
と
で
組
合
を
設
立
し
た
。

負
担
を
し
て
い
る
以
上
メ
リ

ッ
ト
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

年（平成 年） 月 日


